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総
務
省
消
防
庁
が
主
催
し
て
、「
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
交
流
会
」
が
８
月
７
日
�
〜
９
日
�
の

３
日
間
、
徳
島
県
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
交
流
会
は
、
昨
年
、
岩
手
県
で
開
催

さ
れ
て
以
来
２
回
目
と
な
る
も
の
で
、
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
活
性
化
推
進
会
議
〈
委
員
長：

秋

本
敏
文
（
日
本
防
火
・
防
災
協
会
会
長
、
日
本
消
防
協
会
会
長
）
〉
は
、（
一
財
）
日
本
防

火
・
防
災
協
会
、（
財
）
日
本
消
防
協
会
の
他
、
徳
島
県
、（
公
財
）
徳
島
県
消
防
協
会
と
と

も
に
開
催
に
協
力
し
ま
し
た
。

　

参
加
ク
ラ
ブ
は
、
西
日
本
の
１
府
７
県
か
ら　

ク
ラ
ブ
で
、
指
導
者
を
含
む
１
３
７
名
が

１８

集
ま
っ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
本
号
で
、
そ
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

　

晴
天
に
恵
ま
れ
る
な
か
、
西

日
本
の
各
地
か
ら
少
年
消
防
ク

ラ
ブ
交
流
会
の
開
催
地
と
な
る

よ
３
日
間
の
交
流
会
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

◆
参
加
ク
ラ
ブ
受
付　

―　
ホ
テ
ル
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
徳
島

消防庁のスタッフによる
説明。いよいよ始まると
いう緊張感が漂います

ワクワクした笑顔でホテルに。「さあ、日頃
の活動の成果を出すぞ！」

気温３５度に迫る暑さにも負けることなく、
元気に交流会にやってきたクラブ員たち

　

ク
ラ
ブ
員
た
ち
は
、
名
札
を

着
用
し
て
、
し
お
り
と
筆
記
用

具
を
も
っ
て
ホ
テ
ル
３
階
に
集

合
。
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で

３
日
間
の
交
流
会
で
の
注
意
事

項
な
ど
を
確
認
し
ま
し
た
。
実

は
今
回
の
交
流
会
で
の
食
事
な

ど
の
テ
ー
ブ
ル
は
、
く
じ
引
き

で
決
め
た
着
席
。
他
の
ク
ラ
ブ

員
と
一
緒
に
テ
ー
ブ
ル
を
囲
む

形
で
い
っ
そ
う
交
流
が
深
ま
り

そ
う
で
し
た
。

◆
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン　

―　
ホ
テ
ル
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
徳
島

徳
島
に
集
合
し
た
ク
ラ
ブ
員
た

ち
。
宿
舎
に
続
々
と
到
着
す
る

顔
は
、
み
ん
な
元
気
に
日
焼
け

し
て
真
っ
黒
。
少
し
緊
張
し
た

面
持
ち
で
、
そ
れ
ぞ
れ
受
付
を

済
ま
せ
て
い
き
ま
し
た
。

　

名
札
や
交
流
会
の
「
し
お

り
」
、
Ｔ
シ
ャ
ツ
な
ど
を
し
っ

か
り
と
受
け
取
っ
て
、
い
よ
い

スタッフの指示に従って次 と々受
付を済ませていく各クラブ員たち

各テーブルはクラブ単
位でなく、クラブ員や指
導者が混ざる形で着席

３日間の予定をしっかり
頭に入れながら、「しおり」
を読み込むクラブ員たち

　
　

時
か
ら
夕
食
会
が
ス
タ
ー

１８
ト
。
各
ク
ラ
ブ
員
や
指
導
者
が

分
か
れ
て
テ
ー
ブ
ル
に
着
き
、

こ
こ
か
ら
交
流
会
が
本
格
的
に

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
ま
だ
ま

だ
緊
張
の
面
持
ち
な
が
ら
、
美

味
し
い
そ
う
に
夕
食
を
ほ
お
ば

る
ク
ラ
ブ
員
た
ち
。　

分
の
夕

３０

食
後
、
参
加
ク
ラ
ブ
に
よ
る
活

動
紹
介
も
始
ま
り
、
次
第
に
笑

顔
も
満
開
に
。
和
や
か
な
雰
囲

気
に
包
ま
れ
な
が
ら
１
日
目
の

夜
は
過
ぎ
て
い
き
ま
し
た
。

食事の前に、河南町ファイアジュニア
のクラブ員から「いただきます」の挨拶

テーブルの隣同士、少し緊張しな
がらの雰囲気で夕食会がスタート

西日本の各地から集まったク
ラブの面々。貴重な交流の
機会にしてほしい

１日目の最初の夕食。クラブ
員にもまだちょっと固さが…

夕食が終わり、比治
山学区少年少女消防
クラブのクラブ員から
「ごちそうさま」の挨拶

◆
夕
食
会
／
参
加
ク
ラ
ブ
に
よ
る
活
動
紹
介

 
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
� 
ホ
テ
ル
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
徳
島

参参参参参参参参参参
加加加加加加加加加加
クククククククククク
ララララララララララ
ブブブブブブブブブブ
のののののののののの
紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹
介介介介介介介介介介

参
加
ク
ラ
ブ
の
紹
介　

※
１
日
目
に
行
わ
れ
た
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
の
あ
い
さ
つ
な
ど
か
ら
（
あ
い
さ
つ
順
）

１
日
目
の
活
動
（
８
月
７
日
�
）

■平成２３年に発足したまだ若いクラブで、小４
から中３までの３８名のメンバーで構成されてい
ます。「ファイアジュニア」は河南町の町長が
付けてくれた名前。地域にもっと根付いて、皆
さんの防災の担い手になっていけるよう、これ
からも頑張っていきます。

河南町ファイアジュニア
大阪府河南町

■平成５年に結成して今年で２０年の節目を迎え
ます。その記念すべき年に交流会に参加できて
うれしく思います。８月のリーダー研修や１１月
の防災訓練など、クラブ員のレベル向上のため
の取り組みも多く行っています。地域の美化活
動にも熱心に取り組んでいます。

６区少年少女消防クラブ
広島県三次市

比治山学区少年少女消防クラブ
広島県広島市

■夏には研修活動も盛んに行うなど活発な活動
を行っています。旧広島市民球場で行ったマー
チング演奏は思い出深いイベントでした。１２月
には３０年続ける独居老人宅への訪問やカイロの
配布を行うなど、地域への貢献活動にも積極的
に取り組んでいます。

府中町少年少女消防クラブ
広島県府中町

■指導員は消防職員や消防団ＯＢが務め、礼儀
や規律を身につけることを大事にしながら、年
間１０回以上のさまざまな活動を行っています。
防災マップコンクールには６年連続して参加。
メンバーが地域を歩いて自分たちの手で作成し
ています。
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■３５年前に設立されたクラブで、設立当時は小
学校も１校だけでした。今も児童の減少でクラ
ブ員集めには苦労していますが、メンバー全員
元気に頑張っています！　ＡＥＤの取扱い訓練
や防災マップ作り、規律訓練や出初式への参加
など、地域とともに活動しています。

厚南地区少年消防クラブ
山口県宇部市

■鳴門市は阪神大震災での被害が大きかった街
です。今後は南海トラフ地震も懸念され、私た
ち消防クラブもしっかりと活動していきたいと
思っています。日頃から地元の消防団と連携し
ながら、火の用心の巡回や避難訓練を実施。非
常食の作り方なども学んでいます。

うずしお少年少女消防クラブ
徳島県鳴門市

■私たちのまちは、住宅が密集していて火事な
どが起こると大災害になってしまう危険があり
ます。防火パトロールは特に力を入れて「火の
用心」を呼びかけています。その甲斐もあって
大きな火事は長い間起こっていません。これか
らもまちの安全を守っていきます。

伊島少年消防隊
徳島県阿南市

■昭和３４年に開設された長い歴史があります。
総合防災訓練や規律訓練には日頃から力を入
れ、ヨーロッパの大会には日本代表の一員とし
て参加した経験をもちます。きびきびとした機
敏な動きは、私たち「土成消防隊」の伝統。規
律ある集団行動には自信があります。

土成中学校少年少女消防隊
徳島県阿波市

■三好市池田町の白地小学校の児童を中心にし
たクラブです。防災訓練や避難訓練、合同消火
訓練などの活動を地域の消防本部や消防団、婦
人会などと行っています。クラブ員一人ひとり
が「自らが地域を守る」という防災意識をもち、
日々活動に取り組んでいます。

白地小学校少年消防クラブ
徳島県三好市

■三好市の川崎小学校の児童が中心となって構
成する消防クラブです。今回の交流会には、指
導者のほか、少数精鋭でのクラブ員で参加しま
した。地域の防災活動を担う存在として、地元
の方々とともに日々頑張って活動しています。

川崎小学校少年消防クラブ
徳島県三好市

■平成１７年度に赤岡小学校の全児童１６４名によ
って、ＰＴＡや地域の消防団などのサポートを
得て結成しました。チームワークの良さを生か
した活発な活動を行っています。赤岡町は海か
ら直線距離で３００メートルだけに、防災活動にし
っかり貢献していきたいと思っています。

赤岡町少年防災クラブ
高知県香南市

■平成２２年に発足したクラブです。小中一貫校
として小１から中３までの約２２０名の子どもた
ちがいる梼原学園。その全員にクラブ員となっ
てもらいたいとの思いで活動しています。今回
の交流会には、最年少となる小４の児童も参加
しました。

梼原学園少年消防クラブ
高知県梼原町

■北九州市の若松区の少年消防クラブ。地域の
自治会の育成部が主体となって１２年前に発足し
ました。現在のクラブ員は２８名で、多くが小学
生です。少年期に防災の基礎教育を行うことを
目指して、年間６回の訓練を実施。命の大切さ
を教えていきたいと思っています。

第東中１４区少年消防クラブ
福岡県北九州市

■海陽町は海から直線距離で１５０メートルとい
う海辺にあるまち。津波への対策は急務で、南
海トラフ地震への備えも必要とされています。
東日本大震災でボランティアに行った人たちの
話を聞くなどしながら、クラブ員一同で防災へ
の取り組みを行っています。

海陽中学校防災クラブ
徳島県海陽町

■平成２２年度に結成された、徳島県美馬郡つる
ぎ町にある半田中学校の男女生徒を中心とした
消防クラブです。日頃から、地元の消防本部や
消防団、地元婦人会などから指導を受けて、合
同消火訓練や救急救命訓練などに取り組んでい
ます。

半田中学校少年少女消防クラブ
徳島県つるぎ町

■三豊市にある河内小学校は、瀬戸内海まで１５
キロの自然豊かなまちです。平成３年には全国
表彰も受賞。メンバーによるボランティア活動
も盛んで、親子二代でクラブ員になっている人
もいる、長い歴史のある消防クラブです。

三豊市立河内小学校少年消防クラブ
香川県三豊市
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◆
合
同
訓
練　

―　
徳
島
県
消
防
学
校
（
徳
島
県
板
野
郡
北
島
町
）

２
日
目
の
活
動
（
８
月
８
日
�
）

　

夏
の
晴
天
に
恵
ま
れ
た
２
日

目
。
参
加
ク
ラ
ブ
対
抗
の
競
技

に
よ
る
合
同
訓
練
が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
日
の
た
め
に
、

日
頃
の
活
動
の
な
か
で
訓
練
を

重
ね
て
き
た
ク
ラ
ブ
も
多
い
よ

う
。
対
抗
競
技
の
種
目
は
、
欧

州
の
消
防
連
合
組
織
（
Ｃ
Ｔ
Ｉ

Ｆ：

Ｅ
Ｕ
を
中
心
に
約　

カ
国

４０

で
結
成
）
が
、
２
年
に
１
度
開

催
し
て
い
る
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
青

少
年
消
防
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」

（
平
成　

年
に
は
日
本
も
特
別

２１

参
加
）
に
お
け
る
交
流
競
技
種

目
を
参
考
と
し
て
、
２
競
技

（
ク
ラ
ブ
対
抗
リ
レ
ー
・
ク
ラ

ブ
対
抗
障
害
物
競
走
）
を
実
施

し
ま
し
た
。

○
第
１
走
者
／
ホ
ー
ス
搬
送

　

ス
タ
ー
ト
の
後
、　

�
ホ
ー

４０

ス
を
搬
送
し
て
、
白
線
ま
で
移

動
。
ホ
ー
ス
を
伸
ば
し
て
ボ
ウ

リ
ン
グ
の
ピ
ン
を
倒
し
ま
す
。

倒
れ
た
本
数
も
得
点
に
結
び
つ

く
た
め
、
い
か
に
正
確
に
ホ
ー

ス
を
伸
ば
し
て
ピ
ン
に
当
て
ら

れ
る
か
も
高
成
績
を
挙
げ
る
た

め
の
カ
ギ
と
な
り
ま
す
。

少年消防クラブ活性化推進会
議・秋本委員長は「県を越えて交
流が実現するのは貴重な機会。
力を合わせて頑張ってください」

消防庁の赤松防災課長の挨
拶。「日頃の訓練の成果を楽
しみにしています。頑張ってく
ださい」

「うず潮のように勇壮に、すだちのように
爽やかに……、人を助ける気持ちを持って
頑張ります！」と選手宣誓する地元徳島県
阿南市の伊島少年消防隊の川西塁くん

来賓の飯泉嘉門徳島県知事の挨拶。「み
なさん徳島にようこそ。この日を待ちわび
ていました。自助・共助の精神で、皆さん
の活躍にこれから大いに期待しています」

　

コ
ー
ス
上

に
設
置
さ
れ

た
第
１
ハ
ー

ド
ル
を
飛
び

越
え
、
第
２

ハ
ー
ド
ル
を

く
ぐ
り
抜
け

ま
す
。
ハ
ー

ド
ル
を
倒
す

こ
と
な
く
、

慎
重
に
素
早

く
飛
び
越
え

る
こ
と
、
そ

の
あ
と
身
を

縮
め
て
ハ
ー

ド
ル
の
下
を

く
ぐ
り
抜
け

る
俊
敏
さ
が

必
要
。

○
第
３
走
者
／
ハ
ー
ド
ル

○
第
２
走
者
／
水
消
火
器
搬
送

　

水
消
火
器
を
搬
送
し
、
指
定

の
枠
（
白
線
）
の
中
に
置
い
た

後
、
水
消
火
器
を
噴
射
し
て
標

的
を
２
つ
倒
し
ま
す
。
正
確
に

噴
射
さ
せ
な
け
れ
ば
標
的
を
倒

す
こ
と
が
で
き
ず
、
時
間
も
ロ

ス
し
て
し
ま
い
ま
す
。
水
消
火

器
の
取
り
扱
い
が
迅
速
・
正
確

に
行
え
る
か
ど
う
か
が
ポ
イ
ン

ト
。

■北九州市の東側にある少年消防クラブで昭和
５６年に設立しました。地域の子ども会の４年生
から６年生までの１６名がクラブ員として活躍し
ています。敬礼をはじめとした礼儀や基本の姿
勢を最初に教えていきながら、地域の防災の啓
発に力を入れています。

下曽根少年消防クラブ
福岡県北九州市

■平成２３年に設立されたばかりの新しいクラブ
で、現在小４から中３までの２０名のクラブ員で
活動しています。年に一度の自衛隊との合同キ
ャンプは貴重な経験。規律訓練やロープワー
ク、海水から水を作る方法などを自衛隊員から
直接教わっています。

伊平屋村少年消防クラブ
沖縄県伊平屋村

○
第
４
走
者
／
分
岐
金
具
搬
送

　

分
岐
金
具
を
搬
送
し
、
第
５

走
者
待
機
位
置
に
あ
る　

�
ホ

４０

ー
ス
と
結
合
し
ま
す
。
焦
ら
ず

○
第
５
走
者
／
ホ
ー
ス
延
長

　
　

�
ホ
ー
ス
２
本
と
筒
先
を

４０
結
合
し
、
ホ
ー
ス
を
延
長
し
な

が
ら
ゴ
ー
ル
し
ま
す
。

落
ち
着
い
て
結
合
す
る
こ
と
が

大
事
。
結
合
し
た
後
は
、
素
早

く
第
５
走
者
に
渡
し
ま
す
。

○
１
番
員

　

ス
タ
ー
ト
と
と
も
に
、
１
番

員
を
含
む
各
番
員
・
指
揮
者
が

い
っ
せ
い
に
ス
タ
ー
ト
を
切
り

ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
迅
速
な
動
き

で
最
初
の
持
ち
場
に
つ
き
ま

す
。

○
２
番
員

　

２
番
員
は　

�
ホ
ー
ス
を
抱

４０

え
て
ス
タ
ー
ト
。
障
害
を
越
え

て
、
柵
を
越
え
た
位
置
で
３
番

員
を
待
っ
て
ホ
ー
ス
を
結
合
し

ま
す
。
自
分
の
ホ
ー
ス
を
延
長

し
な
が
ら
平
均
台
を
越
え
ま

す
。

ク
ラ
ブ
対
抗
リ
レ
ー

ク
ラ
ブ
対
抗
障
害
物
競
走

（
４
面
に
続
く
）
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（
３
面
か
ら
続
き
）

○
３
番
員

　

２
番
員
の
ホ
ー
ス
に
、
延
長

し
て
き
た
ホ
ー
ス
を
結
合
し
た

あ
と
平
均
台
を
渡
り
ま
す
。
バ

ラ
ン
ス
を
崩
し
て
タ
イ
ム
を
ロ

ス
し
な
い
よ
う
に
注
意
。

○
４
番
員

　

最
後
の
結
索
を
行
っ
た
あ

と
、
終
了
報
告
位
置
に
整
列
。

４
番
員
の
ほ
か
、
全
員
が
整
列

し
ま
す
。
指
揮
者
が
右
手
を
上

げ
て
合
図
を
行
い
完
了
。

　
「
ク
ラ
ブ
対
抗
リ
レ
ー
」
と

「
ク
ラ
ブ
対
抗
障
害
物
競
走
」

の
２
つ
の
競
技
で
争
わ
れ
た
合

同
訓
練
。
競
技
は
無
事
に
終
了

し
、
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
各
ク
ラ
ブ
、
日
頃
の
訓
練

の
成
果
は
ど
の
よ
う
に
表
れ
た

「将来の消防の頼もしさを
感じさせてくれた合同訓練
でした」と講評を述べた、中
川正徳島県消防協会会長

秋本委員長から、上位入賞の健闘
を称えて記念品が授与されました

見事、５位までの入賞を果たしたクラ
ブの代表者たち

で
し
ょ
う
か
。
好
タ
イ
ム
を
確

信
し
て
満
足
そ
う
な
顔
の
ク
ラ

ブ
や
少
し
悔
し
そ
う
な
ク
ラ
ブ

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
表
情
が
見
ら

れ
る
な
か
で
、
力
を
出
し
合
っ

た
後
の
清
々
し
さ
が
グ
ラ
ウ
ン

ド
い
っ
ぱ
い
に
漂
っ
て
い
ま
し

た
。

表
彰
式

■軽可搬ポンプ操法展示

〈実演：半田中学校少年少女消防クラブ〉

　５名１組で実施する訓練で、火災時の

基本的な動きが取り入れられた訓練。指

揮者の指示のもと、ホース３本を延長

し、水槽からポンプで汲み上げた水を的

に向かって放水します。軽可搬ポンプ操

法を一部簡略化した応用訓練を実演。

　

防
災
セ
ン
タ
ー
か
ら
宿
舎
に

帰
る
途
中
で
、
徳
島
県
を
代
表

す
る
伝
統
芸
能
で
あ
る
「
阿
波

人
形
浄
瑠
璃
」
を
鑑
賞
し
ま
し

た
。
阿
波
人
形
浄
瑠
璃
は
、
３

人
遣
い
の
人
形
の
三
者
に
よ
っ

て
演
じ
ら
れ
る
人
形
芝
居
。
国

の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
と
し

て
、
今
も
大
切
に
受
け
継
が
れ

て
い
る
。
人
形
浄
瑠
璃
は
初
め

て
観
る
ク
ラ
ブ
員
た
ち
も
多

く
、
上
演
の
合
い
間
に
は
人
形

を
実
際
に
操
る
体
験
を
さ
せ
て

も
ら
う
な
ど
、
楽
し
い
時
間
を

過
ご
し
ま
し
た
。

　

合
同
訓
練
終
了
後
、
消
防
学

校
の
隣
り
に
あ
る
「
徳
島
県
立

防
災
セ
ン
タ
ー
」
を
見
学
体
験

に
訪
れ
ま
し
た
。

　

館
内
に
は
震
度
７
の
揺
れ
を

体
感
で
き
る
コ
ー
ナ
ー
や
、
火

災
の
際
に
見
舞
わ
れ
る
煙
、
台

風
に
よ
る
風
雨
の
体
験
な
ど
災

害
時
の
危
険
を
肌
で
感
じ
る
こ

と
の
で
き
る
コ
ー
ナ
ー
が
用
意

さ
れ
て
い
ま
す
。
南
海
ト
ラ
フ

大
地
震
が
懸
念
さ
れ
る
な
か
、

日
常
で
の
危
機
意
識
の
啓
蒙
な

ど
防
災
セ
ン
タ
ー
の
果
た
す
役

割
は
大
き
く
、
ク
ラ
ブ
員
た
ち

も
真
剣
な
表
情
で
館
内
を
見
学

し
て
い
ま
し
た
。

入
賞
ク
ラ
ブ
の
紹
介

館内には防災にまつわるさまざま
な資料や展示が、災害の恐ろしさ
と防災の大切さを教えてくれます

大地震時に必要なのは冷静沈着な
行動。こうした施設で実際の揺れを
体験しておくことは大切

「煙体験」のコーナーへと入っていくクラブ員。火
災の煙は日頃経験できないだけに貴重な体験

防災センターのスタッフの説明を熱心
に聞くクラブ員たち

やってみるとさすがに難しい…。でも
貴重な経験にみんな笑顔がいっぱい

◆
防
災
セ
ン
タ
ー
見
学
体
験　

―　
徳
島
県
立
防
災
セ
ン
タ
ー

◆
阿
波
人
形
浄
瑠
璃
の
鑑
賞　

―　
徳
島
県
立
阿
波
十
郎
兵
衛
屋
敷

優勝 半田中学校少年少女消防クラブ

消防署の方が１０人ずつ、１０日間連続でずっと一緒に練習をしてくださって、
子供たちを指導してくれました。今日の優勝は、その成果が出た結果だと思
います。運動場に今日と同じラインを引いて練習しましたが、今日は練習ど
おりのタイムを出すことができました。みんなで「優勝しような！」と言い
合って、訓練に臨みましたが、普段の力を発揮できたことが勝てた要因だと
思います。今回、合同訓練も含め、交流会はなかなかできない体験ですの
で、子供たちにとっての貴重な経験になりました。

4位

う
ず
し
お
少
年
少
女
消
防
ク
ラ
ブ

2位

土
成
中
学
校
少
年
少
女
消
防
隊

3位

府
中
町
少
年
少
女
消
防
ク
ラ
ブ

5位

厚
南
地
区
少
年
消
防
ク
ラ
ブ

指導者・都郷雅司さんのコメント
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２
日
目
の
夜
、
夕
食
の
あ
と

に
各
ク
ラ
ブ
に
よ
る
「
お
国
自

慢
」
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
そ

れ
ぞ
れ
ス
テ
ー
ジ
に
立
っ
て
、

地
元
の
美
味
し
い
も
の
や
自
然

や
歴
史
、
名
所
旧
跡
な
ど
、
日

頃
感
じ
て
い
る
郷
土
自
慢
を
力

強
い
言
葉
で
紹
介
。「
ぜ
ひ
一

度
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
！
」

と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
、
各
ク

ラ
ブ
員
た
ち
か
ら
聞
か
れ
た

「
お
国
自
慢
」
と
な
り
ま
し

た
。

◆
お
国
自
慢　

―　
ホ
テ
ル
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
徳
島下曽根少年消防クラブ

地元は北九州市の小倉南区。
大間のタケノコが有名です。
美味しいものや特産品がいっ
ぱいなので、ぜひ一度いらし
てください。

伊平屋村少年消防クラブ
伊平屋村は沖縄県の最北端の
島です。空気がきれいで自然
豊か、神話や伝説があふれる
島。今回は島の名産である一
口黒糖を各テーブルにプレゼ
ントしました。

赤岡町少年防災クラブ
高知県の自慢を１０個挙げま
す。坂本龍馬、よさこい祭り、
鰹、しらす、山北みかん、桂
浜、絵金歌舞伎、絵金まつり、
弁天座、高知野菜。ぜひ高知
に遊びにいらしてください！

梼原学園少年消防クラブ
高知県の梼原町は、まちの
９１％を森林が占めるように緑
がいっぱい。水力発電や風力
発電などのクリーンエネルギ
ーを推進するまちです。由緒
ある『津野山神楽』も有名です。 

第東中１４区少年消防クラブ
関門海峡で知られる北九州市
の若松区からやって来まし
た。地元の人たちは、山笠ま
つりに代表される祭り好きの
人たちです。山笠の掛け声は
“よいっとさー”

土成中学校少年少女消防隊
温室メロンの産地として、徳
島県は一番の生産量を誇りま
す。土成町は人口８,５００人の小
さな町ですが、自然がいっぱ
いで秋には虫の鳴き声があち
こちから聞こえます。

三豊市立河内小学校少年消防クラブ
香川県は日本一、溜め池が多
いところです。そしてなんと
いっても讃岐うどん。麺は太
くてコシがあり、ダシの美味
しさも抜群。皆さんぜひご賞
味あれ！

伊島少年消防隊
徳島県阿南市にある伊島は人
口１８０人の小さな島。海に囲ま
れた自然がいっぱいで、アワ
ビやイセエビ、ウニやサザエ
など、一年を通して豊富な海
の幸が味わえます。

府中町少年少女消防クラブ
広島県の安芸郡府中町は人口
５万人と日本で最も人口の多
い『町』。自動車のマツダの
本社がある町。ボクシングの
竹原慎二さん、歌手の吉川晃
司さんの出身地なのです。

厚南地区少年消防クラブ
山口県はふくの漁獲高が日本
一。そして宇部市は瀬戸内の
豊富な海産物が格別です。ま
た、『常盤湖』の白鳥たちも宇
部市を代表するシンボルで
す。

うずしお少年少女消防クラブ
『鳴門のうずしお』は世界の
３大潮流にも数えられる代表
的な観光名所。ほかに、サツ
マイモの『鳴門きんとき』も
美味。鳴門で獲れる魚など海
の幸も絶品です！

河南町ファイアジュニア
大阪府南河内郡河南町は人口
１万７千人ののどかなまち。
田んぼや畑に囲まれ、東は奈
良県と接しています。古墳公
園など、歴史情緒あふれる名
所旧跡がいっぱいです。

６区少年少女消防クラブ
広島県三次市から来ました。
町の自慢は３つ！　４００年の
伝統がある『鵜飼』、プロ選
手も多く輩出する『少年野
球』、黒い真珠といわれるぶ
どうの『三次ピオーネ』です！

比治山学区少年少女消防クラブ
広島市南区の比治山は昔レン
コン栽培が盛んだったそうで
今も“レンコン祭り”が受け
継がれています。広島のおス
スメは『広島風お好み焼き』。
ぜひご堪能ください！

来
賓
の
飯
泉
嘉
門
徳
島
県
知
事
が

挨
拶
。「
徳
島
は
自
然
が
い
っ
ぱ
い

の
素
晴
ら
し
い
と
こ
ろ
。
鳴
門
の
う

ず
し
お
や
阿
波
踊
り
、
阿
波
人
形

浄
瑠
璃
な
ど
全
国
に
誇
る
名
所
や

伝
統
文
化
も
盛
り
だ
く
さ
ん
。
ぜ

ひ
徳
島
の
い
い
と
こ
ろ
を
感
じ
て

帰
っ
て
く
だ
さ
い
」。

（発表順）
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最
終
日
の
３
日
目
は
、
地
元

消
防
団
の
方
々
と
の
交
流
か
ら

始
ま
り
ま
し
た
。
災
害
時
の
活

動
内
容
に
つ
い
て
、「
那
賀
町

消
防
団
」
の
団
員
の
方
が
貴
重

な
話
を
披
露
。
平
成　

年
に
那

１６

賀
町
を
襲
っ
た
２
つ
の
台
風
に

ま
つ
わ
る
、
行
方
不
明
者
の
捜

索
や
避
難
誘
導
な
ど
、
災
害
対

策
の
実
体
験
の
話
を
聞
き
ま
し

た
。

クラブ員からも消防団員に
質問。「遭難のときに救助し
にくい場所はどこですか？」
「ヘリで救助できない山中な
どは難しいですね」

平成１６年の台風では那賀町で行方不明者も出ました。ヘリコプターによる救助な
ど、実際にあった災害救助活動の話にクラブ員も熱心に聞き入っていました

那賀町消防団から４名の団員の方が交流会の
会場に足を運び、貴重な話を披露

「
災
害
時
に
は
情
報
を
い
か
に
得
る
か
が

重
要
」と
消
防
団
員
。「
災
害
が
起
こ
っ
た

ら
ど
う
い
う
状
況
に
な
る
か
を
日
頃
か

ら
イ
メ
ー
ジ
し
て
、
心
と
頭
で
準
備
し
て

お
く
こ
と
が
必
要
」と
話
し
ま
し
た

　

有
意
義
だ
っ
た
３
日
間
の
交

流
会
の
最
後
は
、
地
元
徳
島
の

阿
波
踊
り
連
「
娯
茶
平
連
」
に

よ
る
阿
波
踊
り
の
実
演
と
体

験
。
徳
島
の
夏
と
い
え
ば
や
は

り
阿
波
踊
り
。「
踊
ら
ね
ば
損
」

と
い
う
踊
り
だ
け
に
、
ク
ラ
ブ

員
や
指
導
者
た
ち
も
、
連
の
皆

さ
ん
に
教
わ
り
な
が
ら
一
緒
に

阿
波
踊
り
を
満
喫
。
額
に
汗
を

に
じ
ま
せ
な
が
ら
、
徳
島
な
ら

で
は
の
充
実
し
た
ひ
と
と
き
を

過
ご
し
ま
し
た
。

「娯茶平連」の皆さんが阿波踊
りを迫力たっぷりに実演

ク
ラ
ブ
員
や
指
導
者
た
ち
も
一
緒

に
阿
波
踊
り
を
熱
演
。
初
め
て
踊

る
人
も
多
く
い
る
な
か
、
次
第
に
形

も
さ
ま
に
な
っ
て
き
た
よ
う
。
み
ん

な
で
い
い
汗
を
か
き
ま
し
た

　
　

時　

分
、
ホ
テ
ル
サ
ン
シ

１０

５０

ャ
イ
ン
徳
島
の
３
階
鳳
凰
の
間

に
ク
ラ
ブ
員
一
同
が
集
ま
り
、

解
散
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

初
め
て
会
う
仲
間
た
ち
と
と

も
に
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
し

た
３
日
間
。
最
初
は
ぎ
こ
ち
な

か
っ
た
食
事
の
雰
囲
気
も
、
３

日
目
の
朝
食
で
は
ワ
イ
ワ
イ
ガ

ヤ
ガ
ヤ
と
に
ぎ
や
か
な
雰
囲
気

に
一
変
。
そ
れ
ぞ
れ
の
ク
ラ
ブ

員
が
交
流
を
深
め
、
お
互
い
が

仲
良
く
な
っ
た
表
れ
だ
っ
た
よ

う
で
す
。
３
日
間
の
思
い
出
と

貴
重
な
学
び
を
手
土
産
に
、
こ

れ
か
ら
の
消
防
ク
ラ
ブ
で
の
活

動
に
生
か
し
て
も
ら
い
た
い
と

願
っ
て
い
ま
す
。

好
天
に
恵
ま
れ
、
無
事
に
交
流
会

は
終
了
。
た
く
ま
し
く
３
日
間
を

乗
り
切
り
ま
し
た

ク
ラ
ブ
員
を
代
表
し
て
、
伊
平
屋

村
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
に
よ
る
決
意

表
明
。「
他
の
ク
ラ
ブ
と
の
交
流
を

通
じ
て
学
ぶ
こ
と
の
多
い
３
日
間

で
し
た
。
地
域
の
防
災
リ
ー
ダ
ー
に

な
れ
る
よ
う
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ

て
い
き
ま
す
」

主
催
者
を
代
表
し
て
、
消
防
庁
国

民
保
護
・
防
災
部
防
災
課
の
原
尻

課
長
補
佐
が
挨
拶
。「
こ
の
経
験

を
、
ぜ
ひ
お
家
の
方
々
に
伝
え
て
く

だ
さ
い
。
み
な
さ
ん
の
こ
れ
か
ら
の

活
躍
に
期
待
し
て
い
ま
す
」

◆
消
防
団
の
方
と
の
交
流　

―　
ホ
テ
ル
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
徳
島

３
日
目
の
活
動
（
８
月
９
日
�
）

●
各
ク
ラ
ブ
員
に
交
流
会
に
参
加
し
た
感
想
を
聞
き
ま
し
た
。

【
Ｑ
ｕ
ｅ
ｓ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
】

�

少
年
消
防
ク
ラ
ブ
交
流
会
に
参
加
し
て
、
印
象
に
残
っ
た
こ
と
や

学
べ
た
こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
い
！

府中町少年少女消防クラブ

交流会を通じて、参加したみんなと仲良くなれ
て、合同訓練も３位になることができました。
自信はそんなになかったのですが、本番でけっ
こううまくできました。ホースを伸ばすところ
や結合が早くできたのがいい結果につながった
と思います。消火器の使い方やロープの結び方
などは日頃の活動でも教わっていて、いつも勉強になります。
それが訓練では成果になって出たのかなと思いました。これか
らも活動を頑張っていきたいと思います。

岡本夏海さん
（小６）

厚南地区少年消防クラブ

合同訓練で、無理だと思っていたら５位に入る
ことができたのでビックリしました。それが一
番印象に残りました。練習してきたことがみん
なきちんとできたので、好成績につながったの
だと思います。目標は１位だったのですが
（笑）、まずまず満足です。今回の交流会を通
して、災害のときに自分たちがどうすべきかがわかったことも
あるので、今回の経験をぜひ今後に生かしていきたいと思いま
す。

楠田琉那さん
（中２）

うずしお少年少女消防クラブ

合同訓練でのクラブ対抗リレーがとても印象に
残りました。合同訓練の順位は４位と、すべて
がうまくいきました！日頃の練習の成果を出す
ことができて５位以内に入ることができたので
よかったです。ただ、その中でロープの結索は
難しかったので、これからまた勉強していきた
いと思います。災害が出たときにどう対処するかということを
この交流会でも学ぶことができて、いい経験になりました。

橋本涼平くん
（小６）

比治山学区少年少女消防クラブ

合同訓練で、ちょっと遅くなったりもしたけど、
初めてやってみて、自分では頑張れたし、楽し
くできたのでよかったです。リレーでボウリン
グのピンをホースで倒すところが難しくて、な
かなか倒れなくて大変でした。交流会では、ほ
かのクラブの人が水を取ってくれたりしてうれ
しかったです。また参加することができたらいいな、と思いま
した。

國澤日和くん
（小４）

６区少年少女消防クラブ

合同訓練が楽しかったし、印象に残りました。
競技の中でも、ボウリングのピンを倒すのがと
ても難しくて時間がかかってしまいました。チ
ームの順位はあまりよくなかったけど、みんな
で力を合わせてできたので満足です。日頃の活
動では、ロープを結んだりするのが結構難しい
けれど、それができたときにはとてもうれしいです。そうした
今までの活動を交流会で少しでも出せたのでよかったと思いま
した。

渡川大夢くん
（小６）

◆
阿
波
踊
り
体
験　

―　
ホ
テ
ル
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
徳
島

◆
解
散
式　

―　
ホ
テ
ル
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
徳
島

交流会を終えてそれぞれの帰路に。ぜひまたお会いしましょう。

河南町ファイアジュニア

消防士ってどんなことをするのか最初は知らな
かったけど、今回の交流会を経験してみて、こ
ういういろんなことがあるのだとわかりまし
た。訓練は見るのとやるのとでは大違い。今回
実際に経験してみて、意外に難しいと感じまし
たし、それだけにやりがいもあるんじゃないか
と思いました。こうした交流会に参加するのは初めての経験で
したが、消防士の仕事や役割がよくわかったことはよかったで
す。また他のクラブ員のみんなとも少しは話ができたことはい
い思い出になりました。

植野愛大くん
（中３）
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伊島少年消防隊

合同訓練で、普段経験できないような競技を、
チームで団結してできたところがよかったで
す。訓練は、ちょっと体調を崩してしまったこ
ともあって、自分としてはあまりうまくできず
に悔しかったです。でもチームの順位は７位と
まずまずだったので、少しホッとしました。交
流会を通じて、ほかのクラブの人ともちょっとだけ話をするこ
ともできました。こういう機会は日頃なかなかないので、また
機会があれば参加したいと思いました。

斎藤優花さん
（中２）

川崎小学校少年消防クラブ

今まで僕は、消防隊員の仕事をあまり知りませ
んでした。だけど、合同訓練をやってみて、こ
んなに大変なんだということがわかったので、
体験できてよかったです。訓練は、ロープの結
束が難しかったのと、クラブ対抗リレーのハー
ドルをくぐるところに時間がかかってしまいま
した。でも最後まで頑張ることができたのでよかったです。と
ても勉強になった３日間の交流会でした。

南　恒輝くん
（小５）

三豊市立河内小学校少年消防クラブ

合同訓練でみんなが大きな失敗をせずに、うま
くできたのが印象に残りました。練習でやって
きたことが出せたと思います。消防団の人から
ロープの結束を教わって、それをずっと練習し
てきたので、本番でも早くできたように思いま
す。交流会では他のクラブの人たちとも少し話
ができました。僕たちの部屋に入ってきて、「この部屋いいなぁ」
って話をしたり、楽しかったです。また交流会があれば参加し
たいと思います。

松浦祐仁くん
（小５）

第東中１４区少年消防クラブ

合同訓練のクラブ対抗リレーとクラブ対抗障害
物競走が印象に残りました。順位はあまりよく
ありませんでしたが、みんなで頑張って練習し
てきて、その成果が自分たちなりに出せたと思
います。交流会では、いろんな消防クラブの人
たちと少し話をすることもできました。もしも
のときに役立つことを多くの消防の人が教えてくれる機会は貴
重だと思うので、もっとこの活動を広げていけたらと思いまし
た。

宮原和美さん
（中３）

土成中学校少年少女消防隊

今回参加してみてよかったのは、こういう交流
を通して、災害時に何ができるかを学んでいけ
たことです。また、なかなか普段は他のクラブ
と交流がもてる機会はないので、知らなかった
人たちと新たに交流ができたのはよかったで
す。合同訓練は２位と、優勝まであと一歩でし
た。自分の失敗もあったのでやっぱり少し悔しいですね。これ
からもみんなで力を合わせながら、チームワークを大切に頑張
っていきたいと思います。

小ì公也くん
（中３）

海陽中学校防災クラブ

徳島に違う県のさまざまなクラブ員が集まって
交流を深めることができました。夕食会のとき
など、隣同士になった人から他の県のいいとこ
ろを聞けたり、普段なかなかできない経験なの
で、とてもためになりました。合同訓練は、惜
しくも８位！でも練習のときよりタイムは良か
ったので頑張れたと思います。自分で自分の命を守ることが大
切と思っていたのですが、交流会を通して、みんなで協力して
それができればもっと大きな力になることを感じました。

西宮愛美さん
（中２）

赤岡町少年防災クラブ

合同訓練では、あんまり練習してこれなかった
にも関わらず、まずまずできたかなと思います。
すごく早いクラブもいて、すごいな…と思いま
した。私たちも、避難訓練のときにどこに逃げ
たらいいかなどを日頃から教わっていますが、
もっと練習や訓練を頑張りたいと思います。交
流会では、クラブのみんなと３日間一緒に過ごすことができて
楽しかったです。宿舎からコンビニにお菓子を買いにいったこ
とも楽しい思い出。また機会があれば参加したいです。

吉田美月さん
（小６）

下曽根少年消防クラブ

夕食や朝食など食事のときに、いろんな人と交
流ができて、友達も増えたことが一番心に残っ
たことです。同じテーブルの人たちと、自分た
ちのまちの有名なものなどを話し合ったりして
楽しかったです。合同訓練では、僕は練習どお
りまずまずできたかな、と思います。消防クラ
ブでは、普通では学べないことを教わったりできるので、とて
も勉強になります。これからも活動を頑張っていきたいと思い
ます。

谷本優斗くん
（小５）

白地小学校少年消防クラブ

日頃の活動で覚えたロープワークが、今回の合
同訓練でも生かすことができました。災害の救
助のときに役立つことなので、これからもしっ
かり勉強していきたいと思います。合同訓練で
は、自分の中では上出来だったけど、もうちょ
っと頑張れたかな、とも思います。そして合同
訓練では、ほかのクラブの子にロープの結び方を教えてあげま
した。少し話も出来たのでよかったです。

宮川　柊くん
（小６）

半田中学校少年少女消防クラブ

徳島県だけではなく、他の県からも多くの人た
ちが参加して交流会ができたことはとてもよか
ったと思っています。話はあまりできなかった
のですが、とても楽しい３日間で、参加してよ
かったと思います。そして合同訓練では、自分
としてもうまくできて、普段以上のいい記録を
出せたように思います。その結果、力を合わせて優勝すること
ができたので、みんな充実した訓練になったと思います。

小出悠人くん
（中３）

梼原学園少年消防クラブ

人形浄瑠璃も見に行けて、初めてみたので楽し
かったです。人形が実際に動くところを初めて
みたので、ビックリしました。お土産買うとこ
ろも行けて、楽しかったです。合同訓練は、ク
ラブ対抗対抗リレーで、ホースでボウリングの
ピンを倒すところが難しくて、少し失敗しまし
た。ほかのクラブの男の子が話しかけてくれて、少し友達にな
れたのもうれしかったです。今度また交流会があれば参加した
いと思いました。

川上麻衣さん
（小４）

伊平屋村少年消防クラブ

私たちも消防クラブ員として日頃から活動して
いますが、全国にも同じような活動をしている
人がこんなにいることを初めて知りました。沖
縄でもこうした交流の機会はなく、同じ年代で
同じようなことを学んでいる人たちと交流でき
たことがとても印象に残りました。合同訓練は
緊張もしましたが、こうした競い合いの機会はあまりなかった
ので、いい経験になりました。上手なクラブを見て、自分たち
ももっと頑張らないといけないと影響を受けました。

伊礼栞乃さん
（中３）

西
日
本
の
各
地
か
ら
参
加
し
た
ク
ラ
ブ
員
同
士
の
さ
ま
ざ
ま
な
交
流
が
実
現
し
た
今
回
の
交
流
会
。

３
日
間
で
得
た
学
び
や
思
い
を
、
ぜ
ひ
今
後
の
ク
ラ
ブ
の
活
動
に
生
か
し
て
く
だ
さ
い
。

　

湯
河
原
町
消
防
本

部
で
は
、
地
域
の
安

心
・
安
全
な
ま
ち
づ

神奈川県
湯
河
原
町
少
年
少
女
消
防
ク
ラ
ブ

少
年
少
女
消
防
ク
ラ
ブ
発
足湯河

原
町
消
防
本
部

く
り
の
一
環
と
し
て
、
こ
の
た

び
湯
河
原
町
少
年
少
女
消
防
ク

ラ
ブ
を
発
足
い
た
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
少
子
高
齢
化
社
会
の

進
展
に
よ
り
、
地
域
防
災
の
担

い
手
で
あ
る
消
防
団
員
や
自
主

防
災
組
織
の
人
材
不
足
が
指
摘

さ
れ
て
お
り
、
当
町
に
お
い
て

も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
、
地
域
防
災
リ
ー
ダ

ー
の
養
成
さ
ら
に
は
将
来
の
消

防
団
員
な
ど
幅
広
い
分
野
で
活

躍
で
き
る
子
供
た
ち
の
育
成
を

重
視
し
、
本
ク
ラ
ブ
を
発
足
す

る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
ク
ラ
ブ
は
、
町
内
に
在

住
・
在
学
の
小
学
５
年
生
か
ら

中
学
３
年
生
を
対
象
と
し
、
第

一
期
生
と
し
て
、　

名
の
生
徒

４５

児
童
が
入
団
を
希
望
し
、
平
成

　

年
６
月　

日
�
に
湯
河
原
町

２５

１５

長
は
じ
め
、
湯
河
原
町
議
会
議

員
の
み
な
さ
ま
に
、
ご
出
席
い

た
だ
き
町
民
体
育
館
で
発
足
式

を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

今
後
の
ク
ラ
ブ
活
動
と
し

て
、
夏
休
み
期
間
中
に
１
日
職

場
体
験
を
実
施
し
、
町
内
の
避

難
場
所
に
つ
い
て
の
勉
強
や
防

災
Ｈ
Ｕ
Ｇ
（
避
難
所
運
営
ゲ
ー

ム
）
を
使
っ
た
避
難
所
設
営
体

験
、
放
水
訓
練
・
梯
子
車
搭
乗

体
験
な
ど
を
実
施
、
９
月
の
救

急
講
習
会
、
１
月
の
消
防
出
初

式
へ
の
参
加
、
秋
季
及
び
春
季

火
災
予
防
運
動
の
広
報
活
動
な

ど
を
行
い
、
地
域
防
災
の
た
め

活
躍
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

京都府
城
陽
少
年
消
防
ク
ラ
ブ

防
災
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

会
長　

奥
田 
博
幸

　

城
陽
少
年
消
防
ク

ラ
ブ
は
、
火
災
予
防

に
つ
い
て
の
研
究
の

ほ
か
、
火
事
の
な
い
ま
ち
づ
く

り
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
指
す

と
と
も
に
、
団
体
行
動
を
通
じ

て
防
火
マ
ナ
ー
を
身
に
つ
け
た

社
会
人
を
育
成
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
、
昭
和　

年
３
月
１
日

５６

に
発
足
。
ク
ラ
ブ
員
は
城
陽
市

内
の
小
学
校
４
・
５
・
６
年

生
で
組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

主
な
活
動
内
容
は
、
防
火
教

育
、
規
律
訓
練
、
防
火
ハ
イ
キ

ン
グ
、
消
火
訓
練
、
サ
マ
ー
キ

ャ
ン
プ
、
ぼ
う
さ
い
マ
ッ
プ
作

成
、
施
設
見
学
、
広
報
活
動
、

ク
リ
ス
マ
ス
会
、
出
初
式
へ
の

参
加
と
い
っ
た
活
動
で
す
。
防

火
教
育
や
規
律
訓
練
と
い
っ
た

厳
し
い
訓
練
等
に
も
積
極
的
に

参
加
し
、
防
火
マ
ナ
ー
や
団
体

行
動
を
身
に
付
け
、
サ
マ
ー
キ

ャ
ン
プ
や
ク
リ
ス
マ
ス
会
で
は

防
火
に
関
す
る
教
育
を
交
え

た
、
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
で
交
流

を
深
め
て
い
ま
す
。
日
本
損
害

保
険
協
会
「
ぼ
う
さ
い
探
検
隊

マ
ッ
プ
コ
ン
ク
ー
ル
」
で
は
、

市
内
で
発
生
し
た
集
中
豪
雨
で

被
害
を
受
け
た
住
民
の
方
や
市

内
の
福
祉
施
設
を
訪
問
し
て
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
を
実
施
し
た
り
、

市
内
で
防
火
上
、
避
難
上
危
険

な
場
所
を
歩
い
て
探
索
し
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
平
成　

年
度

２３

に
は
「
審
査
員
特
別
賞
」
、
平

成　

年
度
に
は
「
佳
作
」
に
入

２４
選
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
活
動

を
今
後
も
継
続
し
、
火
事
の
な

い
ま
ち
づ
く
り
、
ま
た
、
防
災

に
強
い
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
を

目
指
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

大阪府
南
横
山
校
区
・
幸
校
区
少
年
消
防
ク
ラ
ブ

　

当
ク
ラ
ブ
の
あ
る

和
泉
市
は
、
神
功
皇

后
が
新
羅
出
兵
の
途

中
こ
の
地
を
訪
れ
た
と
こ
ろ
、

地
中
に
波
音
が
あ
り
、
一
夜
に

し
て
清
泉
が
湧
き
出
た
こ
と
か

ら
「
和
泉
」
と
名
付
け
ら
れ
た

と
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
消
防
の

源
で
あ
る
水
と
縁
深
き
土
地
で

す
。

　

我
が
市
の
少
年
消
防
ク
ラ
ブ

は
、
地
名
の
由
来
か
ら
消
防
関

係
に
は
特
に
力
を
入
れ
て
お

り
、子
ど
も
の
頃
か
ら
防
火
・
防

災
及
び
救
急
に
関
す
る
知
識
や

技
術
の
勉
強
を
行
う
と
共
に
、

防
火
・
防
災
に
強
い
人
づ
く
り

と
地
域
に
お
け
る
連
帯
感
の
重

要
性
と
明
朗
闊
達
な
気
風
を
養

う
為
に
、
南
横
山
校
区
は
平
成

９
年
６
月
に
、
幸
校
区
は
平
成

　

年　

月
に
結
成
し
ま
し
た
。

１０

１２

　

南
横
山
校
区
は
４
年
生
と
５

年
生
を
対
象
と
し
て
参
加
し
、

 
�
�
�
�
�
� 
（
８
面
に
続
く
）

南
横
山
校
区
・
幸
校
区
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
事
務
局

（
和
泉
市
消
防
署
北
分
署
）
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（
７
面
か
ら
続
き
）

総
数　

名
で
結
成
し
て
い
ま

３４

す
。
幸
校
区
は
ク
ラ
ブ
員
の
募

集
を
行
い
自
主
的
な
参
加
に
よ

り
、
総
数　

名
で
結
成
し
て
い

１８

ま
す
。
我
が
市
の
少
年
消
防
ク

ラ
ブ
で
特
に
特
徴
的
な
事
が
、

総
ク
ラ
ブ
員　

名
の
中
、
女
の

５２

子
の
総
数
が　

名
と
半
数
以
上

３０

を
占
め
て
い
る
こ
と
で
す
。

　

活
動
内
容
は
、
消
防
出
初
め

式
の
参
加
、
各
ク
ラ
ブ
年
１
回

の
署
内
勉
強
会
（
放
水
体
験
、

煙
中
体
験
、梯
子
搭
乗
体
験
等
）

と
、年
１
回
の
署
外
勉
強
会（
近

隣
の
防
災
セ
ン
タ
ー
で
の
学

習
）
、
歳
末
期
の
夜
警
と
数
多

く
の
行
事
を
実
施
し
て
お
り
ま

す
。各
関
係
者
の
協
力
を
得
て
、

数
々
の
行
事
を
通
し
て
地
域
の

火
災
予
防
運
動
や
啓
発
活
動
を

続
け
て
き
た
こ
と
に
よ
り
、
当

市
に
お
い
て
近
年
で
は
火
災
件

数
も
減
少
の
歩
み
を
た
ど
っ
て

お
り
ま
す
。

　

自
主
防
災
の
精
神
を
小
学
生

か
ら
体
験
す
る
こ
と
に
よ
り
、

防
災
意
識
の
向
上
「
自
分
た
ち

の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守
る
」

と
い
う
、
自
助
・
共
助
の
教
え

郷
土
愛
護
の
精
神
を
忘
れ
ず
、

若
き
ク
ラ
ブ
員
に
期
待
し
更
な

る
発
展
を
遂
げ
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

が
あ
り
、
そ
の
７
校
の
小
学
４

年
生
を
対
象
に
１
年
間
少
年
消

防
ク
ラ
ブ
員
と
し
て
活
動
し
て

い
ま
す
。
本
年
度
は
約
３
２
５

名
の
生
徒
が
少
年
消
防
ク
ラ
ブ

に
入
会
し
ま
し
た
。

　

東
温
市
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
の

指
導
を
学
校
教
員
と
消
防
職
員

が
協
力
し
消
火
訓
練
、
地
震
体

験
、
煙
避
難
体
験
、
心
肺
蘇
生

法
、
消
防
署
内
見
学
等
を
消
防

署
の
施
設
や
防
災
セ
ン
タ
ー
を

利
用
し
て
よ
り
多
く
の
子
ど
も

た
に
伝
え
る
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
毎
年
３
月
に
行
わ

れ
る
消
防
出
初
式
で
は
代
表
ク

ラ
ブ
が
防
火
演
技
を
披
露
し
て

い
ま
す
。
東
温
市
少
年
消
防
ク

ラ
ブ
の
目
標
で
あ
る
少
年
た
ち

へ
の
明
朗
活
発
な
気
風
の
育
成

並
び
に
火
災
予
防
の
普
及
、
及

び
一
般
的
防
火
思
想
の
向
上
に

向
け
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

今
後
の
活
動
目
標
と
し
て
は
、

各
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
に
地
域
の

防
災
マ
ッ
プ
を
作
成
し
て
も
ら

う
計
画
を
立
て
て
い
ま
す
。「
自

分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で

守
る
。
」
と
い
う
強
い
気
持
ち

を
持
っ
て
も
ら
い
、
地
域
の
人

た
ち
と
連
携
し
て
大
災
害
に
対

す
る
備
え
を
養
っ
て
も
ら
え
た

ら
と
考
え
て
い
ま
す
。

福岡県
八
女
市
少
年
消
防
ク
ラ
ブ

八
女
市
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
大
会

八
女
消
防
本
部
予
防
課
広
報
係　

中
川
原　
夕
紀

し
、
５
月　

日
、
八
女
消
防
本

２５

部
に
お
い
て
八
女
市
少
年
消
防

ク
ラ
ブ
大
会
を
実
施
し
ま
し

た
。

　

新
入
ク
ラ
ブ
員
た
ち
は
、
受

　

今
年
度
、
新
た
に

　

名
が
八
女
市
少
年

３１消
防
ク
ラ
ブ
に
加
入

け
取
っ
た
ば
か
り
の
制
服
に
身

を
包
み
、
名
前
を
呼
ば
れ
る

と
、
元
気
な
声
で
返
事
を
し
て

ク
ラ
ブ
員
証
を
受
け
取
り
ま
し

た
。

　

式
典
後
は
、
規
律
訓
練
や
初

期
消
火
訓
練
、
通
信
指
令
室
に

お
い
て
通
報
訓
練
を
行
い
ま
し

た
。
規
律
訓
練
で
は
、
消
防
の

基
本
の
動
作
に
つ
い
て
、
初
期

消
火
訓
練
で
は
、
消
火
器
の
取

扱
い
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

通
信
指
令
室
で
行
っ
た
通
報
訓

練
の
際
、
ク
ラ
ブ
員
は
、
実
際

に
１
１
９
番
通
報
に
対
応
す
る

指
令
室
員
の
姿
を
目
の
当
た
り

に
し
、
そ
の
緊
迫
し
た
雰
囲
気

に
驚
い
て
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
２
年
間
、
ク
ラ
ブ

員
た
ち
は
、
定
期
的
に
活
動
を

行
い
、
市
民
へ
防
火
防
災
を
呼

び
か
け
、
ま
た
、
自
身
の
防
火

防
災
意
識
の
向
上
に
努
め
て
い

き
ま
す
。

　

少
年
期
に
火
に
対
す
る
関
心

を
高
め
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域

で
の
火
災
予
防
や
地
域
防
災
に

つ
い
て
学
習
し
、「
自
分
た
ち
の

ま
ち
は
自
分
た
ち
で
守
る
」
と

い
う
自
主
防
災
の
心
を
芽
生
え

さ
せ
く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
。

愛媛県
東
温
市
少
年
消
防
ク
ラ
ブ

東
温
市
消
防
署　

消
防
係　

担
当　
二
神　
平

　

昭
和　

年
に
少
年

６２

消
防
ク
ラ
ブ
結
成
し

ま
し
た
。
東
温
市
内

に
は
７
つ
の
小
学
校
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